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 S 県 S 市立 S 小学校第 5 学年 2 組の 32 名を対象に体育科の器械運動領域跳び箱運動単元での実践を
行った。実践期間は，令和元年 6 月中旬～7 月中旬の期間で 1 回の授業は 45 分で全 6 時間行った。 
表 1 単元の流れ 



















































































































図 1 踏み切り調節器なしの抱え込み跳び 
図２ 踏み切り調節器（60㎝）を使っての
抱え込み跳び 
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・横尾健斗（2018）「社会科授業の生態学的研究~プランからアフォーダンスへ~」佐賀大学大学院学校
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